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１　教育目標

令和４年度　学校運営等に関する評価書

学校名 和歌山市立湊小学校

作成日 令和5年3月9日

人間性豊かで、たくましい子どもの育成

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・全国並びに県学習到達
度調査で正答数が県平均
を上回る
・毎日の授業がわかる（児
童90%）

・学校が楽しいと感じる（児
童90％）
・友達と仲良くしている（児
童90％）
・命の大切さを教えても
らっている（児童100％）
・いじめの解消率100%

朝ごはんを食べた（児童
100％）
・積極的に運動を行うよう
促した（教師90％）

・学校の様子がよく伝わっ
た（保護者90％）
・幼稚園、中学校区で接
続、連携した取組を実践
できた（教師90％）

○学力の基礎・基本を定
着させるとともに、自分の
考えを書く・話す力の育成
が大切である。
○児童数が少ないので、
話す・話し合う力の育成に
取り組みやすいと思う。期
待している。

○あらゆる場面で、児童が
生き生きと学校生活を送
れるよう、いじめ未然防
止、早期発見・早期解決に
向けて取り組むことが大切
である。

○児童が規則正しい生活
を送り、健康で前向きに学
習できるよう、家庭・地域と
連携して取り組む必要があ
る。

○地域人材を活用し、児
童の学びが豊かになるよ
う、地域・家庭と連携して
これからも取り組んでいき
たい。

○教員は研究授業に取り組
み、指導力向上に努めてい
る。
○読書の推進はとても大切で
ある。
○個々の児童の基礎学力定
着に向けた取組を工夫してい
る。
○掲示物に誤字があった。き
ちんと指導してほしい。

○子育て講演会を実施し、保
護者や地域の方と一緒に、豊
かな心を育てる子育てについ
て考える機会をつくっている。
○いじめアンケートや日頃の
様子から、いじめの兆候に気
づいてあげることが一番。
○縦割り活動での上級生の
役割に対する事前指導が大
切である。

○早寝早起き朝食は、体力づ
くりのためにも必要。生活習慣
調査を今後も継続させてほし
い。
○毎朝、保護者も忙しいと思う
が、朝食を食べさせてくれてい
る。
○家庭でのゲーム時間を守れ
るといいのだが。
○体育的行事を通して、児童
が運動に対し意欲をもつこと
がよい。

○家庭科ボランティアが2年
目となり、ボランティア側とし
ても児童から元気をもらって
いる。
○子どもセンター事業で、陶
芸教室に加え絵手紙教室
も、今年度から始まった。こ
のような交流も続けていきた
い。
○しょうが・太鼓・昔からの遊
びなど、歴史のある取組を大
切にしていきたい。

○全国学力調査結果から
学力向上の成果が見られ
る。
○アンケート調査から、毎
日の勉強があまりわから
ないと回答した児童の学
力向上に向け、さらに取り
組んでもらいたい。

○学校が楽しくない、友達
と仲良くできていないと回
答した児童、友達と仲良く
できているが学校が楽しく
ないと回答した児童への取
組をお願いする。
○命の大切さを教えても
らっているのがよい。

○朝ごはんを食べて登校
できているのがすばらし
い。
○学力向上だけでなく、体
力向上も大切。なわとび記
録会に向けて、学校でも家
でも縄跳びをよく練習し、成
果が見られる。

○コロナ禍であったが、地
域と連携した学びを工夫
することができた。
○朝、出会った児童が「お
はよう」と、挨拶を返してく
れる。挨拶はコミュニケー
ションの第一歩。とても重
要である。

○わかりやすい授業の実
践、補充学習の充実を進
めてほしい。
○学校だけでなく家庭学
習を増やして学力向上を
めざしていくことも必要で
ある。

○子育て講演会の参加率が
低いので、対応策を考えた
い。
○いじめに関しては、常に児
童の様子を注意深く見守りな
がら、より一層取組を充実さ
せてもらいたい。
○教員がたくさん話すのでは
なく、主人公の心の変化につ
いて、グループで話し合う道
徳をめざしてほしい。

○これからも保護者と連携
して健康な体づくりに取り
組んでもらいたい。

○地域との交流を続け、
保護者や地域の方に学校
へ来てもらう回数が増える
とよい。

３　その他のご意見


